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1  はじめに

隠岐諸島,島後 (図 l)に は海成中新統が広 く分布
している しかし,それらは上位の火山岩類に広く覆
われているため,断片的にしか露出しておらず,それ
いの相互対比に課題を残している こうした海成中新
統の層序を詳細に明らかにすることは,日 本海拡大以

降の地史を復元するために重要である

島後に分布する海成中新統のうち,下部～上部中新
統の久見層 (図 2)|ま ,砂岩泥岩互層を主体とする F

部と,珪藻質泥岩を主体とする上部とに大きく分けら

れる (山内ほか,2009)こ のうち下部の砂岩層から
は大型有孔虫化石や軟体動物化石が産出し,石川県能
登地域の東印内層に対比されてきた (大久保・高安 ,

■1久見層

1980)微化石層序は海成層の年代決定に重要であり,

特に有孔虫,石灰質ナノ化石,珪藻,放散虫は微化石

年代尺度を構成する代表的なものである 久見層を対
象とした研究では,特に珪藻化石の分析が精力的に行
われ,久見層下部からYranagisawa and Alclba(1998)の

珪藻化石帯 NPD3A帯に,上部からNPD5C帯に相当す
る区間が認めいれた (平松ほか,2015,2017)ま た ,

久見層最下部の露頭では,淡水成珪藻の群集かわ海生

珪藻の群集への変遷が認められ,日 本海拡大に伴う淡

水域から海水域への環境変化が示唆された しかしな
がら,同様に珪質の殻を持つ放散虫を用いた研究は非

常に少なく,島後南部に分布する久見層上部について

行われたのみである (Nakascko and Nishimura,1975:

Ling and Kobayashi, 1992)

隠岐島後に分布する久見層上部の放散虫年代
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図 1 調査地域の位置図
久見層の分布は山内ほか (2009)に 基づく
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図 2 隠岐島後における中新統の模式柱状図
(山 内ほか 2009を 簡略化 )
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図3 柱状図作成ルート及び試料採取位置
基隊|は隠岐の島町発行 115000地形図を使用した

隠岐の島町久見の久見川上流は,久見層の模式地で

あり,久見層の下部から上部までが連続的に露出して
いる唯一の地域である 本研究では,久見層模式地で
久見層上部の珪藻質泥岩を対象として放散虫化石の生

層序学的分析を行った

2 地質概説

隠岐島後には,島の中央部東寄りに位置する葛尾山

を中′しヽとして同心円状に中新統が分布 している 主な
中新統は下位から順に,時張山層,郡層,久見層,都
万層,重栖層となっている (山 内ほか,2009)(図 2)

時張山層は漸新世～前期中新世の陸上ないし淡水環境

に堆積した流紋岩～安山岩の溶岩と火砕岩を主体とし,

一部に砕屑岩を挟む 郡層は前期中新世の湖成～河川
成の礫岩砂岩泥岩互層を主体とする 植物化石や淡水
生貝化石を含み,下位の時張山層を不整合に覆う そ
の上位の久見層及び都万層は前期中新世～後期中新世

に堆積 した海成層である 久見層は島後北部と南部で
大きく岩相が異なり,北部地域では淡水生珪藻が確認
されたシルト岩層 (平松ほか,2015)お よび有孔虫砂

岩を含む砂岩泥岩互層からなる久見層下部と,珪渫質
泥岩からなる久見層上部からなる 下位の郡層との関
係は不整合であるほか,久見層中でも L部 と下部の境
界に不整合の存在が示唆されている (林ほか,20H)
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図4 久見地域の久見層 11部の柱状区|
柱状図作成ルートは図3に示した 矢印は試半1採収層
準を示す

都万層は後期中新世の海成の砂岩および凝灰岩を主体

とし,下位の久見層を不整合に覆う 重栖層は主に後
期中新世の流紋岩溶岩,火砕岩類で構成されている
下位の都万層と一部指交の関係にあり,さ いに ド位の

久見層などに広 く貫入し,島後に広 く分布している

研究対象となる久見層は,重栖層などに覆われ,断
片的に露出する (図 1)本研究地域 (図 1,3)に は,

淡水生珪藻化石が確認された約 7mの シル ト岩層で構
成される久見層最下部,砂岩卓越砂岩泥岩互層から主
に構成される約 100mほ どの久見層下部,暗灰色珪渫
質泥岩から構成される久見層上部が約 90m露 出して
いる 久見層 L部の基底には基質支持の礫岩が存在す
る 本研究では放散虫化石の産出が望めそうな久見層
L部の珪藻質泥岩を研究対象とした 珪藻質泥岩は主
に塊状であるが,一部では平行葉理が発達している

3 試料および方法

放散虫分析用の岩石試料は,久見川上流及びその

支流で採取 した 9試半|である (図 3,4)そのうち 2
試料は林ほか (2011)で 採取されたものであり,残 り
の 7試料は本研究で新たに採取されたものである 試
料採取にあたっては,つ るはしを用いて露頭面を lo cm

l・度剥ぎ取り,新鮮な露頭面から採取した 放散虫分
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図5 散虫年代指標種の写真
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放散虫の産出と化石帯
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(2017)を 用いた
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析は F&Q― スライドの検鏡により実施した F&Q― スラ

ィドは,ま ず岩石試料を乾燥させ,硫酸ナ トリウム法 ,

ナフサ法,過酸化水素法 (尾田・佐藤,2013)を併用し

て細粒化させた 処理には開口径 45 μmの飾を用いた

細粒化した 5g程度の残澄を用いて,1試料ごとに群集

解析用の F― スライドと定量分析用の Q― スライドをそれ

ぞれ作成した (haki ct J,2018)放 散虫観察では島根

大学総合理工学部所有の光学顕微鏡 (OLINMS BX41)

および顕微鏡用デジタルカメラ (OLINPS DP21)を 用

いて撮影し,年代指標種の同定を行った なお,本研

究で用いる放散虫年代は,現行の標準年代尺度 Geologに

Time Scde 2012(GTS2012;Gradstcin ct J,2012)に 準

拠して計算された数値年代 (Kamiklln ct d,2017)を 用

いた また,15 Ma以前の放散虫化石帯については ,

Riedcl and Sallnhpp。 (1978)と 船山 (1988)を 用いた

4 結 果

処理した 9試料のすべてから放散虫化石が得られ

た 化石保存は一般にやや不良で,欠けている個体

が多く見られた これらの試料から年代決定上有効な

種として 5属 6種を確認した (図 5,6)

試料B2およびほぼ同層準の試刑ka 7かしは年代指標
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本研究での

放散虫化石年代

5 先行研究での微化石層序 との対比

久見層上部についての微化石層序の詳細な研究は,近

年珪藻で行われている (林ほか,20H:平松ほか,2015,
2017)平松ほか (2015)で 検討された久見川ルートの

久見層上部の試料のうち,海緑石濃集層の直上である

とされる試料 hn o3(本研究での試料 B-2と 同一露頭 )

を除いた試料については,D′″
`ノ

ιノ

"sお

s′

“
ο″sθ″ブノや

Dι″′′εノ
"sお

ν″なα″おの産出が認められ,D′′′ノεノη億

ρ″α′″7770ψ力α,Dι″′たノリ,お あ″οψみαの産出がないこ

とから,珪藻化石帯 NPD5C帯 (114～ 100 Ma)|こ対

比された 一方,試料 Km-03では Dν″なα″ぉが産出し
ないことから,NPD5A～ NPD5C帯の範囲内に対比さ

れている 本研究では,彼 らの試料 Km-03と ほぼ同一
地点から採取 した試料 B2か らEノプα′″″帯下部の a
亜帯が認定されたため,珪藻化石帯との重複区間から

127～ 131 Maの年代区間に限定できた (図 7)

以上により,久見層上部の年代は,NPD5A帯 の下限

からz777α g′αιο
"″
″帯内のD″771α

`″

sお の終産出まで

の 131～ 108 Maの範囲に再定義することができた

図 7 先行研究 (特に平松ほか,2015,2017)と の微化石層序の対比図
年代が不明確なものは破線で示している

種として,E″ 9rr渤″″拗%′″″との′わ`″
S′物 た′″η′″

が産出した E′グ″ar″ の産出は Kamikuri ct al(2017)

の放散虫化石帯 E′メα′″″帯 (153-118 Ma)を指標す

る さらに,C″ ″″ι″の相対産出頻度が全体の 8%
以上を占めていることから,ュ 均%′″″帯内の急減層準

(127 Ma)以 前のa亜帯に相当する その上位の7試料で
は,″ι力″οια″0“α/27鱈″αιο′″ク″が産出し, また,試料

A-2を除く6試料からはD′闊物ψ771″おク′7rl α′′sお と,試

料 kc-1,A-1,C-3の 3試料からはの′ゎι
"W肋=鳴

ο″たα

が産出した 従って,こ の 8試料は五
“
磐
“
εο
"ク
たの

生存区間で定義されるL“αg″αιο777″
"帯
(118-91 Ma)

に対比される さらに,D″″ηα
`″

sな の産出が産出す

ることから,cプηο′たα亜帯内 (H9100Ma)の 中部
に位置するDク′ηα′″sお の終産出 (108 Ma)以前に限

定できる

以上のことから,本研究地域の久見層上部にはE

均物rJ″ 帯下部から五″侭″αιο″″″″帯下部までの 153

～108 Maに相当する区間が存在する このように,隠
岐での明確な放散虫化石帯が報告されることは初めて

のことである

国
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6 まとめ

隠岐島後の久見層上部で放散虫生層序を検討した結

果,」 ブヴα′″″帯 a亜帯～五″r7.● 77αι0777ク′α帯下部が認

定された 隠岐島後で放散虫化石帯が確定されるのは

初めてのことである 先行研究による珪藻化石帯層序
の結果も総合すると,本研究の久見層上部は 131～

108Maの 範囲に限定することができた
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